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令和８年度 日進市地域包括支援センター運営部会 

議事要旨 

【日時】 

令和８年８月３日（月）午後３時１５分～３時５０分 

【会場】 

日進市役所南庁舎 第５会議室 

【公開区分】 

公開（傍聴なし） 

【出席状況】 

出席委員（５名） 

 田川佳代子（部会長）、天野典幸、藤嶋日出樹、澤田基弘、竹内安子 

欠席委員（２名） 

 小出貴照、古橋完美 

事務局 

 小出誠二（福祉部次長兼介護福祉課長）、小柳和之（介護福祉課主幹）、藤田綾

子（介護福祉課総括保健師）、櫻木順子（介護福祉課主任主査）、上野槙也（介護

福祉課主任） 

地域包括支援センター 

 天野典幸（中部包括支援センター）、中西明日香（東部地域包括支援センター）、

石田智之（西部地域包括支援センター） 

 ※天野委員は中部包括支援センター職員も兼ねての出席 

【配布資料】 

１．次第、委員名簿 

２．資料１ 日進市地域包括支援センターの運営について 

 

議題（１） 日進市地域包括支援センターの運営について 

事務局説明 資料１ 

 

○中部地域包括支援センター：中部地区は介護予防ケアマネジメント自己作成

数が他地区と比べて多い。要因を市は把握しているか。また、介護予防支援・ケ

アマネジメントの委託を受けていただける居宅介護支援事業所が少ない状況に

ついて、市内事業所に積極的な引き受けを進める良い知恵があれば意見をいた

だきたい。 

○事務局：明確な要因の特定は難しいが、中部圏域も自己作成分は前年度より減

少している。ここ２年ほど自立支援の観点からインフォーマルサービスへつな

ぎ見守る対応を進めており、高齢者数増に比例してプランが増えているわけで
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はなく、前向きに捉えている。東部・西部の肌感として現場の意見も伺いたい。 

○東部地域包括支援センター：制度改正もあり１０年前ほど積極的にサービス

を勧める流れではなくなった。要支援認定を受けてもサービスありきではなく、

本人の残された可能性、できることに着目し、地域サービスやインフォーマルサ

ービスにつなげることを職員全員で意識している。また東部は地縁のつながり

が強く、同敷地内同居も多いため、自然と介護予防につながり、100歳でも介護

保険未利用という方もいる。地域特性の影響が大きい。 

○西部地域包括支援センター：しっかりアセスメントし、何でも申請・正式契約

ではなく「本当の自立とは何か」を立ち止まって考える姿勢が定着してきた結果

と考える。買い物送迎やゴミ出し等のスポット的サービスも意欲的に活動して

いる地区があり、必要な支援だけで自立支援につながっている実態もある。 

 

●委員：西部地区は現状前期高齢者が多く、今後後期高齢者が増加し対応人数が

増えることが想定される。この対応は圏域内の人員配置増で行うのか、区割りの

見直しで人口比率を均等化する方向まで考えているのか。また、居宅介護支援事

業所が直接介護予防支援の指定を受けられる制度について、市の計画上どう考

えているか。 

○事務局：圏域は第１０期に向け大きな見直しは考えていないが、２０４０年を

見据えると後期高齢者が増える局面であり、基盤となる地域包括支援センター

の体制整備は第１０期の間に検討が必要。第９期は人員確保に苦労した３年間

であり、ようやく整った人員をまず維持することが大事。圏域見直しは紙上でな

く、各地区で総合相談を担う地域包括支援センターと相談しながら検討したい。

国も３職種を市全体で確保する方向を示しており、市全体で総合相談体制をど

う構築するか第１０期の間に検討する。介護予防支援の委託については、名古屋

市のように居宅介護支援事業所へ広く指定を受けてもらうことは進んでいない

が、地域包括支援センターが作成することで自立支援を意識したケアマネジメ

ントができている点は評価。国制度上、居宅介護支援事業所が直接指定を受ける

ことは可能であり、市として制限する考えはなく、手挙げがあればぜひ担ってい

ただきたいが、現段階で大きな動きはない。居宅介護支援事業所も現状の数維持

で精一杯の状況を踏まえ、相談しながら進めたい。 

 

●委員：高齢化率の高い地区に住んでおり、少ない人数で運営している地域包括

支援センターに感謝している。地域包括支援センターに頼る前にまず地域でで

きることを考えているが、秘密保持等の理由ですぐ地域包括支援センターに連

絡される方が多い。昨年４月から認知症カフェを立ち上げ、地域包括支援センタ

ーの職員にも来てもらい情報共有している。地域でできることについて知恵が
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あれば教えてほしい。 

○部会長：地域の担い手として積極的に取り組んでいただき素晴らしい。ネット

ワークとしてつないでいけるとよい。 

 

●委員：資料７ページの地域ケア会議テーマのまとめは、市民の悩みや現場の実

情がまとめられている。委員の意見も踏まえ、こうした内容を第１０期計画に生

かし、実践的な計画に進めていただくと良い計画になると考える。 

 

閉会 


